
　
折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会
（
桑
原
一
夫
会
長
・
仲
賢

六
郎
事
務
局
長
）
定
例
会
が
、

９
月
20
日
と
10
月
18
日
、
折

尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
八
幡
西
区
自
治
総
連
理

事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
一

括
回
収
事
業
に
つ
い
て

　
近
年
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
や
気
候
変
動
な
ど
の

問
題
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
を
循
環
利
用
す
る
取

り
組
み
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
い
る
。
市
で
は
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た

め
、
10
月
か
ら
「
製
品
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
を
含
む
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
の
一
括
回
収
を

開
始
す
る
た
め
、
分
別
収
集

へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

一
括
回
収
の
ポ
イ
ン
ト

◎
10
月
２
日
以
降
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
資
源
収
集
日
か
ら
回

収
。

◎
収
集
日
と
指
定
袋
に
変
更

な
し
。

◎
緑
の
指
定
袋
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
用
）
に

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
一
緒

に
入
れ
て
、
資
源
化
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
1
辺
の
長
さ

が
50
㎝
未
満
の
も
の
で
、
指

定
袋
に
全
体
が
入
り
、
袋
の

結
び
し
ろ
が
結
べ
る
こ
と
が

必
要
。

【
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
】
洗
面

器
、
計
量
カ
ッ
プ
、
食
品
保
存

袋
（
ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
）、
ち
り
と

り
、
風
呂
い
す
、
調
理
ボ
ウ

ル
、
歯
ブ
ラ
シ
、プ
ラ
ン
タ
ー
、

バ
ケ
ツ
、フ
ラ
イ
返
し
、ス
ト

ロ
ー
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ご
み

箱
、
プ
ラ
皿
・
コ
ッ
プ
、ハ
ン

ガ
ー
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
か

ご
、
プ
ラ
容
器
（
タ
ッ
パ
ー
）、

お
も
ち
ゃ
、
湿
布
な
ど
の
フ
ィ

ル
ム
、
じ
ょ
う
ろ
、フ
ォ
ー
ク
・

ス
プ
ー
ン
、虫
か
ご
な
ど
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
素
材
で
で
き
て
い
る

製
品
の
こ
と
。

●
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難

支
援
事
業
に
つ
い
て

　
こ
の
事
業
は
、平
成
25
年
の

災
害
対
策
法
改
正
を
受
け
、

北
九
州
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
、
自
力
で
避
難
す

る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
・

障
害
者
を
事
前
に
把
握
し
、

避
難
行
動
要
支
援
者
の
名
簿

を
作
成
。
平
常
時
か
ら
そ
の

情
報
を
地
域
に
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
災
害
時
に
自

助
・
共
助
に
よ
る
避
難
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
の
促
進
が

ね
ら
い
。

　
令
和
５
年
度
の
動
き
と
し

て
は
、
対
象
者
１
５
７
名
に

対
し
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

68
名
（
27
自
治
区
会
）
の
避

難
行
動
要
支
援
者
を
同
意
者

名
簿
に
掲
載
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
該
当
自
治
区
会
長

に
提
供
さ
れ
て
い
る
名
簿
は

順
次
更
新
さ
れ
る
。

●
令
和
５
年
度
八
幡
西
区
防

災
訓
練
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
度
の
八
幡
西
区

防
災
訓
練
は
、
11
月
26
日

（
９
時
30
分
〜
12
時
）
に
香

月
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
。

　
訓
練
は
、
防
災
講
話
、
実

動
訓
練
（
避
難
所
運
営
訓
練
、

災
害
時
活
用
さ
れ
る
特
殊
車

や
防
災
レ
シ
ピ
等
の
聴
講
）、

給
水
・
給
食
訓
練
の
内
容
で

行
わ
れ
る
。

●
ほ
こ
み
ち
制
度
（
歩
行
者

利
便
増
進
道
路
制
度
）
に
つ

い
て

　
こ
の
制
度
は
、「
道
路
空
間

を
街
の
活
性
化
に
活
用
し
た

い
」「
歩
道
に
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン

チ
を
置
い
て
ゆ
っ
く
り
滞
在
で

き
る
空
間
に
し
た
い
」な
ど
、

道
路
への
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
受

け
、
道
路
空
間
を
柔
軟
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

創
設
さ
れ
た
も
の
。
一定
の
条

件
下
で
、
道
路
上
に
ベン
チ
や

テ
ー
ブ
ル
、
露
店
等
の
物
件
を

占
用
で
き
る
、
道
路
の
清
掃

を
行
う
場
合
、
道
路
占
用
料

の
90
％
が
減
額
さ
れ
る
、
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
詳
し

く
は
、
建
設
局
道
路
計
画
課

☎
5
8
2
・
3
8
8
8
、
管

理
課
☎
5
8
2
・
2
2
7
1

ま
で
。

●
道
路
サ
ポ
ー
タ
ー
加
入
団

体
の
募
集
に
つ
い
て

　
道
路
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録

し
、
道
路
の
清
掃
・
花
植
え

を
行
う
場
合
、
市
か
ら
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
内
で
約
２
５
０
団
体
、
約

１
万
人
が
道
路
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
活
躍
中
。
自
治
会
は

も
ち
ろ
ん
、
企
業
や
学
校
で

の
登
録
も
可
能
。

適
用
条
件
＝
５
人
以
上
の
団

体
で
延
長
１
０
０
ｍ
、
年
３

回
以
上
活
動
で
き
る
こ
と

登
録
の
メ
リ
ッ
ト
（
市
か
ら

の
支
援
）
＝
ゴ
ミ
の
回
収
、

散
水
栓
の
設
置
、
花
苗
の
支

給
、
清
掃
道
具
の
支
給
・
貸

与
、
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置
、

市
民
活
動
保
険
の
加
入

【
道
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
花
壇
】

　
道
路
サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
登

録
は
難
し
い
が
、
自
宅
前
の

道
路
に
花
を
植
え
た
い
と
い

う
方
に
お
勧
め
の
制
度
。
１

人
か
ら
申
し
込
み
が
可
能
で
、

活
動
延
長
や
活
動
回
数
の
指

定
は
な
い
。
年
２
回
、
花
の

種
子
を
支
給
。

　
詳
し
く
は
、
区
役
所
ま
ち

づ
く
り
整
備
課
☎
6
4
2
・

1
4
5
3
ま
で
。

　10 月１日、折尾地域を流れる堀川を綺麗に
しようと、市民や地元の高校、大学、企業、団
体など 335 人のボランティアが参加して、堀川
いっせい清掃が行われた。この取り組みは、堀
川まちおこし事業実行委員会（坂田春樹委員
長）主催で行われ、今年で 22 回目となる。こ
の活動を通して堀川の歴史と文化を再発見し、
住みやすいまちになることを目指している。

　10 月 22 日、則松金山川花のボランティア公
園周辺で則松金山川コスモス祭りが開催された。
両岸には地域のボランティアの人たちが丹精込
めて育てた 30 万本のコスモスが咲き始め、訪
れた人々の心を和ませた。特設会場では、フラ
ダンス、フルート演奏、ポールダンスなどがあ
り、イベントを楽しむ観客や露店で食べ物を買
い求める人たちで賑わった。川にはカヌー遊び
を楽しむ光景も見られた。

折尾地区自治区会
連 合 会 定 例 会

分
別
収
集
へ
協
力
要
請

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の

　
　
　
　
　
一括
回
収
を
開
始

堀川は折尾のシンボル
－堀川いっせい清掃－

30万本のコスモス開花
－則松金山川コスモス祭り－

堀川に入り清掃に励む参加者

オープニングのフラダンスを楽しむ観客

院　長　　大　楽　雅　史
大浦1丁目13ｰ14 （産医大正門前通り）
電　話　0 9 3 ｰ 6 0 3 ｰ 8 3 9 3

だいらく小児科
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間
、
折
尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー

（
寺
本
裕
美
館
長
）
で
「
折

尾
東
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
」
が
あ
っ
た
。

　
初
日
は
昨
年
好
評
で
あ
っ

た
プ
チ
マ
ル
シ
ェ
が
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
開
催
。

（
中
山
民
子
館
長
）
で
「
赤

坂
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が

あ
っ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
は
マ

ル
シ
ェ
が
あ
り
、
バ
ザ
ー
品

や
ち
ら
し
寿
司
、
カ
レ
ー
な

ど
を
求
め
る
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。

　
２
日
目
の
芸
能
発

表
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が

日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
。
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
起

こって
い
た
。
ま
た
両

日
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ル
ー
ム
や
会
議
室

で
、
ク
ラ
ブ
生
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
が
見
学

に
訪
れ
て
い
た
。

　
２
日
目
は
芸
能
発
表

会
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
。

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
起
こって
い
た
。
市
民

ホ
ー
ル
や
廊
下
で
は
、

写
真
や
書
道
、
和
裁
な

ど
ク
ラ
ブ
生
や
地
域
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
が
見
学
に

訪
れ
た
。

　
10
月
28
日
、
医
生
丘
文
化

祭
と
光
貞
市
民
セ
ン
タ
ー
文

化
祭
の
会
場
で
７
人
の
子
ど

も
た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
と
い
う
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
来
場
者
を

驚
か
せ
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
光
貞
、
医

生
丘
両
市
民
セ
ン
タ
ー
の
合

同
企
画
の
「
地
域
の
子
ど
も

交
流
事
業
」
で
、
８
月
か
ら

５
回
の
練
習
を
重
ね
て
本
番

に
臨
ん
だ
。

　
最
初
に
、
光
貞
市
民
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
の
ス

テ
ー
ジ
に
集
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
文
化
祭
の
開
会
行

事
終
了
後
、
緞
帳
が
開
く
と

同
時
に
音
楽
に
合
わ
せ
ダ
ン

ス
を
披
露
。
来
場
者
は
、
突

然
の
出
来
事
で
は
あ
っ
た
が
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を

送
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
医

生
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
車
で

移
動
し
、
市
民
セ
ン
タ
ー
横

の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
ダ
ン
ス

を
披
露
。
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

　
10
月
14
日
、
15
日
の
２
日

　
10
月
28
日
、
29
日
の
２
日

間
、
赤
坂
市
民
セ
ン
タ
ー

恒例の「炭坑節」で
締めくる

９月13日 創案物語Shion志音

長寿を祝い盛大に開催

９月10日 本城市民センター

歌や抽選会で
盛り上がる

９月３日 マリンテラスあしや

松寿山自治区会（萩峯節雄会長） 御開自治区会（仲賢六郎会長） 三ツ頭公民館（舟木ヤス子館長）

テーブルを囲み歓談する参加者 太鼓の競演に親しむ参加者 会食を楽しむ参加者

〔対象参加者〕44 人。
　手品やオカリナ演奏などもあり、４年
ぶりの開催を皆さんで楽しまれ、最後は
松寿山自治区会恒例の「炭坑節」で締め
くくりました。

〔対象参加者〕50 人。
　ダンスや日本舞踊、太鼓競演、全員合
唱などのアトラクションもあり、長寿を
祝う会が盛大に開催できました。この御
開の発展に貢献された方に参加いただき、
大いに喜んでいただきました。

〔対象参加者〕45 人。
　３年ぶりの開催でした。美味しい料理
をいただきながら、みんなで昔の歌を歌
い、カラオケ、お楽しみ抽選会で大いに
盛り上がりました。

いつまでもお元気で　長寿を祝って敬老会いつまでもお元気で　長寿を祝って敬老会いつまでもお元気で　長寿を祝って敬老会いつまでもお元気で　長寿を祝って敬老会 写真、資料は
主催者提供

子どもたちから
感謝のメッセージ
９月24日 陣原市民センター

大勢の参加で賑わう

９月18日 創価学会北九州文化講堂

小さな敬老会、
大いに盛り上がる

９月16日 和風レストラン「みかど」

陣原自治区会（秋吉泰志会長） 日吉台自治区会（堤伸矢会長） 本城西大平自治区会（篠原廣一郎会長）

子どもたちのメッセージを聴く参加者 広々とした会場で行われた敬老会 全員で記念撮影

〔対象参加者〕82 人。
　４年ぶりの敬老の集いに、コーラスや
日舞、フラダンス、南京玉すだれ、子ど
もたちによる感謝のメッセージなどがあ
り、楽しいひと時を過ごしました。

〔対象参加者〕163 人。
　４年ぶりの敬老祝賀会でした。1022
世帯の中で敬老対象者は 714 人でそのう
ち 163 人（75 歳～ 91 歳）が参加。ハー
モニカ演奏、カラオケ、日本舞踊、バナ
ナの叩き売り、太鼓演奏、踊りなどで楽
しく過ごせました。

〔対象参加者〕15 人。
　４年ぶりの小じんまりした敬老会でし
たが、美味しい食事や日本舞踊、オカリ
ナ演奏、カラオケなどで大いに盛り上が
りました。

折尾東市民センター

練習の成果を

折尾東地域
ふれあいセンター

まつり

披 露

赤坂市民センター

芸能発表に
大きな拍手！

赤坂ふれあいまつり

医生丘、光貞
両文化祭で同時披露

ずらり！ずらり！

フラダンスを楽しむ来場者

大正琴の演奏に耳を傾ける来場者（市民センター提供）

医生ケ丘３-２６
産業医大前交番横

電　話　６０３-６７１１

上　野　歯　科

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　６
０
２
・
４
２
８
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４
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ン
タ
ー
（
坂
田
圭
子
館
長
）

で
「
医
生
丘
文
化
祭
」
が

あ
っ
た
。

　
館
内
で
は
、生
花
、手
芸
、

写
真
、
折
紙
な
ど
、
セ
ン

タ
ー
ク
ラ
ブ
や
地
域
有
志
、

児
童
・
園
児
の
作
品
展
等
が

あ
り
、屋
外
広
場
で
は
、バ

（
福
澤
左
智
子
館
長
）
で

「
光
貞
市
民
セ
ン
タ
ー
文
化

祭
」
が
あ
っ
た
。

　
初
日
は
、
ク
ラ
ブ
生
の
作

品
展
示
や
活
動
紹
介
、
マ
ル

シ
ェ
、
お
宝
バ
ザ
ー
、
子
ど

も
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

あ
り
、
大
勢
の
来
館
者
で
賑

　
２
日
目
の
芸
能
発

表
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が

日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
。
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
起

こって
い
た
。
ま
た
両

日
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ル
ー
ム
や
会
議
室

で
、
ク
ラ
ブ
生
の
作

品
が
展
示
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
が
見
学

に
訪
れ
て
い
た
。

ザ
ー
や
子
ど
も
遊

び
、
昔
遊
び
、駄
菓

子
屋
、
餅
つ
き
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

で
賑
わ
っ
た
。芸
能

ま
つ
り
で
は
、コ
ー

ラ
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
、

日
舞
、
太
極
拳
、
太

鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど

が
披
露
さ
れ
、大
き

な
拍
手
が
起
こ
っ
て

い
た
。

わ
っ
た
。
２
日
目
は

セ
ン
タ
ー
ク
ラ
ブ
発

表
会
が
あ
り
、
練
習

の
成
果
を
披
露
。
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
起
こ
っ
た
。
両
日

と
も
マ
ル
シ
ェ
や
作

品
展
示
な
ど
が
あ
り

来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

　
２
日
目
は
芸
能
発
表

会
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
。

会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
起
こって
い
た
。
市
民

ホ
ー
ル
や
廊
下
で
は
、

写
真
や
書
道
、
和
裁
な

ど
ク
ラ
ブ
生
や
地
域
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
が
見
学
に

訪
れ
た
。

　
10
月
28
日
、
医
生
丘
文
化

祭
と
光
貞
市
民
セ
ン
タ
ー
文

化
祭
の
会
場
で
７
人
の
子
ど

も
た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
が
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
モ
ブ
と
い
う
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
来
場
者
を

驚
か
せ
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
光
貞
、
医

生
丘
両
市
民
セ
ン
タ
ー
の
合

同
企
画
の
「
地
域
の
子
ど
も

交
流
事
業
」
で
、
８
月
か
ら

５
回
の
練
習
を
重
ね
て
本
番

に
臨
ん
だ
。

　
最
初
に
、
光
貞
市
民
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
の
ス

テ
ー
ジ
に
集
ま
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
文
化
祭
の
開
会
行

事
終
了
後
、
緞
帳
が
開
く
と

同
時
に
音
楽
に
合
わ
せ
ダ
ン

ス
を
披
露
。
来
場
者
は
、
突

然
の
出
来
事
で
は
あ
っ
た
が
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を

送
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
医

生
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
に
車
で

移
動
し
、
市
民
セ
ン
タ
ー
横

の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
ダ
ン
ス

を
披
露
。
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
た
。

　
10
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で

の
３
日
間
、
医
生
丘
市
民
セ

　
10
月
28
日
、
29
日
の
2
日

間
、
光
貞
市
民
セ
ン
タ
ー

　
10
月
18
日
、
日

峯
神
社
で
秋
季
例

大
祭
が
開
か
れ
た
。

　
祭
典
行
事
が
終

わ
っ
た
後
、
町
内

を
練
り
歩
い
た
神

輿
が
境
内
に
戻
り
、

神
輿
を
く
ぐ
る
「
日
峯
祭
神

く
ぐ
り
」
が
行
わ
れ
た
。
日

峯
祭
神
会
の
若
手
担
ぎ
手
が

太
鼓
の
合
図
に
合
わ
せ
、

「
ち
ょ
う
さ
い
や
、
ち
ょ
う
さ

い
や
」
の
掛
け
声
で
神
輿
を

頭
上
に
担
ぎ
上
げ
る
と
、
そ

の
下
を
参
拝
者
が
く
ぐ
り
無

病
息
災
を
祈
っ
た
。
ま
た
、

境
内
に
作
ら
れ
た
特
設
舞
台

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
扇
や

鈴
を
持
っ
て
舞
う
浦
安
舞
や

勇
壮
華
麗
な
折
尾
神
楽
が
奉

納
さ
れ
た
。
境
内
の
マ
ル
シ
ェ

で
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
竹
藩

欧
州
カ
レ
ー
、
く
じ
引
き
、

飲
み
物
な
ど
の
出
店
が

あ
り
、
家
族
連
れ
な
ど

で
賑
わ
っ
た
。
最
後
は

恒
例
の
餅
ま
き
で
終
了

し
た
。

　
初
め
て
参
拝
し
た
千

手
綾
雅
美
さ
ん
（
浅
川

テ
ラ
ス
）
は
「
親
子
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
餅

ま
き
も
楽
し
み
。
ま
た

来
年
も
来
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
た
。

医生丘市民センター

力作が力作が
ずらり！ずらり！

医生丘文化祭

光貞市民センター
光貞市民センター文化祭

参加しよう！参加しよう！
体験しよう！体験しよう！

神
輿
く
ぐ
り
で
無
病
息
災

日峯神社

浦
安
舞
や
折
尾
神
楽
を
奉
納

ステージでダンスを踊る子どもたち（光貞）

イベント広場でパフォーマンスを
披露する子どもたち（医生丘）

フラダンスを楽しむ来場者

大正琴の演奏に耳を傾ける来場者（市民センター提供）太極拳の演技を見る来館者

折尾神楽の「大蛇」を楽しむ観客

神輿の下をくぐる参拝者

浅川太鼓の競演を聴く観衆

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

耳
澄
ま
す
か
そ
け
き
奏か

な

で
鉦か

ね
た
た
き叩

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

モ
ク
セ
イ
の
花
の
香
め
ぐ
る
史
跡
道

大
我
　
俊
輔
（
折
　
尾
）

季
変
わ
り
目
身
震
い
し
つ
つ
く
し
ゃ
み
す
る

長
田
　
正
幸
（
光
貞
台
）

人
吉
に
瀬
の
音
朝
の
霧
に
日
矢

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

黄こ
が
ね金
田だ

の
畔あ

ぜ

を
彩
る
彼
岸
花

大
内
美
智
子
（
日
吉
台
）

　
　
豊
作
祝
う
花レ

イ輪
の
よ
う
に

師
の
教
へ
後
期
高
齢
な
る
身
い
ま

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
強
く
正
し
く
明
る
く
清
く

遠と
お
は
な
び

花
火
夜
空
を
染
め
て
赤
々
と

田
代
　
倫
子
（
則
　
松
）

　
　
光
よ
と
ど
け
宇
宙
の
果は

て
ま
で

差
異
超
え
て
多
様
性
を
認
め
合
い

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
友
誼
の
対
話
で
平
和
な
世
界
を

百
年
の
学
舎
訪
ね
図
書
室
に

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

　
　
創
設
時
の
米
の
テ
キ
ス
ト

戦
火
な
お
い
つ
か
見
慣
れ
て
ゆ
く
景
色

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

立
ち
枯
れ
の
紫
陽
花
美は

し
や
我
に
問
う

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

あ
の
蟹
の
タ
グ
に
似
う
か
自
画
像
は

中
西
　
照
夫
（
日
吉
台
）

物
価
高
じ
っ
と
耐
え
て
る
諭
吉
さ
ん

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

供
養
込
め
孫
と
一
緒
に
盆
踊
り

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯
）

秋
色
に
染
ま
る
街
路
樹
散
歩
す
る

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）
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大学前不動産株式
会社

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　６
０
２
・
４
２
８
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

わ
ら
い
も
さ
ま
ざ
ま
、

幸
せ
に
共
感
し
て
笑わ
ら

う
。
公
園
の
子
供
の
声
に
笑わ
ら

う
。

人
の
弱
点
を
あ
ざ
け
り
嗤わ
ら

う
。
人
の
失
敗
を
鼻
先
で
嗤わ
ら

う
。何
を
わ
ら
う
か
で
、人
柄
や
品
格
が
わ
か
る
の
で
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

『
何
を
わ
ら
う
か
で
、
人
柄
が
わ
か
る
』



　
小
学
校
と
し
て
は
、
明
治

７
年
、
永
犬
丸
五
郎
丸
の

「
観
音
堂
」
を
校
舎
と
し
た

宮
本
小
学
校
が
始
ま
り
で
あ

る
。
則
松
・
永
犬
丸
地
区
の

児
童
が
通
学
し
て
い
た
。
そ

の
後
、
就
学
児
童
の
増
加
に

伴
う
校
舎
の
狭
小
、
通
学
の

不
便
さ
も
あ
り
、
則
松
長
崎

に
あ
っ
た
旧
藩
の
米
蔵
を
修

繕
し
て
校
舎
と
し
、
長
崎
小

学
校
と
改
称
し
た
。
明
治
10

年
、
則
松
清
水
谷
に
校
舎
を

新
築
し

清
水
小

学
校
と

改
称
し

た
。
更

に
、
明

治
25
年
、

現
在
地

に
移
転
し
た
り
、
幾
度
か
の

改
称
を
経
た
り
し
て
、
昭
和

38
年
、
北
九
州
市
立
則
松
小

学
校
と
改
称
し
た
。

　
中
学
校
と
し
て
は
、
昭
和

23
年
に
折
尾
中
学
校
が
開
校

し
た
。
昭
和
50
年
４
月
、
折

尾
中
学
校
か
ら
分
離
独
立
し

て
「
則
松
中
学
校
」
が
開
校

さ
れ
た
。

　
開
校
ま
で
の
い
き
さ
つ
と

　
折
尾
ま
ち
づ
く
り
記
念
館

（
片
山
恭
子
館
長
）
で
９
月

16
日
、38
人
が
参
加
し
て「
謎

解
き
テ
ラ
ス
」
の
第
４
回
目

が
あ
り
、底
井
野
村
百
姓「
久

作
直
好
」
と
堀
川
開か

い
さ
く鑿
と
題

し
て
折
尾
郷
土
史
会
会
長
野

林
輝
生
氏
の
講
話
が
あ
っ
た
。

　
前
段
に
「
折
尾
を
語
れ
ば
、

も
れ
な
く
堀
川
が
付
い
て
く

る
」
と
い
う
こ
と
で
、「
折

尾
カ
ル
タ
」
に
み
る
堀
川
関

し
て
、
こ
の
地
に
は
、
遠
賀

農
芸
高
等
学
校
が
設
置
さ
れ

て
い
た
が
、
昭
和
46
年
、
遠

賀
町
に
移
転
し
、
旧
校
舎
・

敷
地
の
用
途
を
廃
止
さ
れ
た
。

こ
の
跡
地
の
活
用
が
則
松
地

区
の
問
題
に
な
り
、
昭
和
46

年
10
月
に
折
尾
第
２
中
学
校

の
設
置
を
市
に
請
願
し
た
も

の
で
あ
る
。
永
犬
丸
中
学
校

と
同
時
の
開
校
で
あ
っ
た
。

連
史
跡
の
説
明
が
あ
り
、
続

い
て
、
堀
川
開
鑿
に
尽
く
し

た
久
作
直
好
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　
江
戸
時
代
の
元
和
７
年

（
1
6
2
1
年
）
に
開
始
さ

れ
た
堀
川
開
鑿
は
、
藩
主
の

　
明
治
31
年
６
月
、「
福
岡

県
東
筑
尋
常
中
学
校
」
が
開

校
。
仮
校
舎
を
飯
塚
に
設
置

し
た
。
明
治
32
年
に
「
福
岡

県
立
東
筑
中
学
校
」
と
改
称

し
、
明
治
35
年
に
折
尾
の
新

校
舎
に
移
転
、
大
正
14
年
に

は
「
福
岡
県
東
筑
中
学
校
」

と
改
称
し
た
。
昭
和
23
年
４

月
学
制
改
革
に
よ
り
、「
福

岡
県
立
東
筑
高
等
学
校
」
が

開
校
し
た
。

　
大
正
13
年
に
は
「
折
尾
高

等
女
学
校
」
が
開
校
し
、
女

子
教
育
に
も
力
が
入
れ
ら
れ

た
。

尾
町
）
は
「
内
容
に
は
違
い

な
ど
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
折

尾
の
町
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　
明
治
44
年
「
福
岡
県
遠
賀

郡
立
遠
賀
農
学
校
」
が
則
松

に
開
校
し
た
。
現
在
の
則
松

中
学
校
付
近
で
あ
る
。
大
正

８
年
、「
福
岡
県
遠
賀
農
学

校
」
と
改
称
。
昭
和
46
年
、

遠
賀
町
へ
移
転
し
た
。
永
ら

く
福
岡
県
北
部
地
域
の
産
業

教
育
を
支
え
て
い
た
。
昭
和

50
年
、
遠
賀
高
等
学
校
と
改

称
す
る
。
福
岡
県
内
の
伝
統

校
の
一
つ
で
あ
る
。
校
名
で

あ
る
「
遠
賀
」
は
、
旧
遠
賀

郡
一
帯
（
遠
賀
郡
内
、
八
幡

死
去
に
よ
り
中
断
。

1
2
8
年
後
に
再
開

さ
れ
、
難
工
事
を
繰

り
返
し
た
後
、
宝
暦

10
年（
1
7
6
0
年
）

に
完
了
。
再
開
か
ら

完
成
ま
で
の
間
に
活

躍
し
た
一
田
久
作
直

好
の
生
涯
や
堀
川
開

鑿
に
ま
つ
わ
る
史
跡

な
ど
を
語
っ
た
。

　
最
初
か
ら
参
加
の

白
川
長
広
さ
ん
（
丸

西
区
、
八
幡
東
区
、
若
松
区
、

戸
畑
区
、
中
間
市
周
辺
）
唯

一
の
郡
立
学
校
で
あ
る
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
。

　
昭
和
10
年
、
折
尾
高
等
簿

記
学
校
開
校
。
折
尾
商
業
女

学
校
、
そ
の
後
昭
和
23
年
、

「
折
尾
女
子
商
業
高
等
学
校
」

と
な
る
。
さ
ら
に
、
平
成
17

年
、「
折
尾
愛
真
学
園
」
と

な
る
。

　
青
少
年
育
成
会
館
（
旧
小

地
区
公
民
館
）
に
お
い
て
、

子
供
会
の
集
会
や
行
事
、
子

ど
も
の
学
習
（
国
語
、
算
数
、

英
語
、
習
字
、
そ
ろ
ば
ん
、

ピ
ア
ノ
）、
ダ
ン
ス
、
武
道
、

太
鼓
等
の
社
会
教
育
が
な
さ

れ
て
き
た
。
更
に
、
年
長
者

と
子
供
の
集
い
や
、
秋
祭
り
、

運
動
会
、
餅
つ
き
大
会
等
、

社
会
教
育
の
側
面
を
持
た
せ

て
い
る
。

　
明
治
39
年
、
若
松
警
察
署

の
分
署
と
し
て
「
折
尾
警
察

分
署
」
設
置
。
明
治
42
年
、

折
尾
警
察
署
に
昇
格
。
昭
和

13
年
、
折
尾
駅
付
近
に
移
転
。

昭
和
42
年
、
則
松
に
駐
在
所

を
設
置
し
て
欲
し
い
と
則
松

東
・
西
と
永
犬
丸
の
区
長
名

で
折
尾
警
察
署
長
に
陳
情
す

る
。
字
穴
田
7
0
5
番
地
の

日
炭
の
土
地
65
坪
に
開
設
さ

れ
た
。

　
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
昭
和
26
年
12
月
に
八
幡
市

立
青
少
年
職
業
補
導
所
が
幸

の
神
の
県
金
属
工
業
試
験
場

か
ら
則
松
小
学
校
が
新
校
舎

に
移
っ
た
後
の
校
舎
に
移
転

し
て
き
た
。
当
時
就
職
難
の

時
代
、
全
国
で
初
め
て
開
設

さ
れ
た
。
旋
盤
・
仕
上
げ
・

鋳
造
・
商
業
の
４
科
で
、
北

九
州
市
の
下
水
道
の
マ
ン

ホ
ー
ル
の
蓋
は
ほ
と
ん
ど
こ

こ
で
製
造
さ
れ
て
い
た
。
昭

和
30
年
、
こ
の
場
所
に
付
設

理
容
科
が
開
設
さ
れ
た
。
翌

31
年
２
月
に
旧
八
幡
市
の
末

広
町
中
央
高
校
の
跡
に
移
転

し
た
。

　
昭
和
28
年
、
消
防
第
５
分

団
の
詰
め
所
が
現
在
地
に
移

転
し
た
。
宿
泊
提
供
施
設
希

望
の
家
の
入
口
の
横
で
、
折

尾
中
学
校
が
あ
っ
た
時
代
に

は
奉
安
殿
が
あ
っ
た
場
所
で

あ
る
。

　
昭
和
56
年
、
農
芸
高
校
の

跡
地
に
福
岡
県
八
幡
総
合
庁

舎
が
開
設
さ
れ
た
。
北
九
州

農
業
改
良
普
及
所
、
遠
賀
福

祉
事
務
所
、
県
営
住
宅
管
理

事
務
所
、
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
機
械
電
子
研
究
所
等
が

移
転
し
て
き
た
。

　
則
松
歴
史
編
纂
委
員
会
が
令
和
４
年
３
月
31
日
に
発
刊
し
た

冊
子
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
則
松
」
を
十
数
回
に
分
け
て
掲
載
。

則
松
歴
史
編
纂
委
員
会

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
則
松 

⑼

Ⅳ 

教
育

実
業
教
育

普
通
教
育

社
会
教
育

遠
賀
高
等
学
校

則
松
小
学
校

則
松
中
学
校

東
筑
高
等
学
校

歴史を知って、
歴史を楽しむ、
そして今を考える

歴史を知って、
歴史を楽しむ、
そして今を考える
底井野村百姓「久作直好」
と堀川開鑿

折尾まちづくり記念館
▶謎解きテラス第４回◀▶謎解きテラス第４回◀

Ⅴ 

官
公
署

村
役
場

消
防
第
５
分
団

八
幡
総
合
庁
舎

警
察
署

職
業
補
導
所

講師の話に耳を傾ける参加者

初代庁舎

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。配車室㈹ ☎ 691－1152

水巻町吉田東4-2-23

創業59年

八幡西区美吉野町 4-30
☎（093）691-1369

新築・増改築・修繕
まごころと技術の住まいづくり

八幡西区千代ヶ崎１丁目９-３４
 TEL ０９３-６０３-０２８２

八幡西区則松6丁目3-22
電話　616-0103
年中無休・深夜12時まで
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